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1 人と人がふれあう快適で安心・安全なくらしを実感できるまちづくり

平成26年度　～　平成30年度　（5年間） 岐阜県、美濃加茂市

・加茂野まちづくり協議会の活動に関して年間延べ参加者人数が1,508人（H25）から2,000人（H30）の増加
・加茂野交流センター年間利用者数を11,772人（H24）から20,000人（H30）に増加
・国道418号の通勤時間帯における最大渋滞長790ｍ（H24）から250ｍに減少

（H26当初） （H28末） （H30末）

加茂野まちづくり協議会活動参加者人数

加茂野交流センター年間利用者数
20,000人／年

国道418号の最大渋滞長

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

A-1 都市再生 一般 美濃加茂市 直接 美濃加茂市西部地区 美濃加茂市 935 策定済

合計 935

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（延長・面積等）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

美濃加茂市 ７２０ha

0.4%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

Ｃ 0 Ｄ
効果促進事業費の割合

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
935百万円 Ａ

935百万円（うち提案事
業分4百万円） Ｂ

（参考様式２）社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金）
計画の名称 重点配分対象の該当
計画の期間 交付対象

1,508人/年 2,000人/年

11,772人／年

790ｍ 250ｍ

計画の目標

美濃加茂市の西部地区では転入人口の増加に伴い、地域のつながりが希薄になりつつあることから、地域住民が交流・活動する拠点を整備し、地域コミュニティを活性化することによって人と人のつながりを強化します。また、地区内には工
業団地があり幹線道路では渋滞が発生していることから、道路ネットワークを整備し、渋滞を緩和します。これらの取り組みにより、快適・便利・安全・安心な住環境を提供し、「人と人がふれあい快適で安心・安全なくらしを実感できるま
ちづくり」を目指します。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

平成30年12月14日



交付金の執行状況
（単位：百万円）

R1

0

0

0

53

53

0

0

0

0.0%

※　平成２６年度以降の各年度の決算額を記載。

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

- - - - -

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

不用額
（h = c+d-e-f）

0 0 0 0 0

うち未契約繰越額
（g）

0 0 0 0 0

翌年度繰越額
（f）

0 0 10 19 53

支払済額
（e）

8 125 108 20 52

前年度からの繰越額
（d）

0 0 0 10 19

交付額
（c=a+b）

8 125 118 29 86

計画別流用
増△減額
（b）

0 0 0 0 6

配分額
（a）

8 125 118 29 80

H26 H27 H28 H29 H30



（参考図面）市街地整備

計画の名称 1

計画の期間 平成26年度　～　平成30年度　（5年間） 交付対象 美濃加茂市

人と人がふれあう快適で安心・安全なくらしを実感できるまちづくり

R21

R41

R41

R41
BP

1-A-1

美濃加茂市

美濃加茂市西部地区

美濃加茂
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 720 ha

平成 26 年度　～ 平成 30 年度 平成 26 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年 H24 H30

人／年 H25 H30

ｍ H24 H30

都道府県名 岐阜県 美濃加茂市 美濃加茂市西部地区

計画期間 交付期間 30

人と人がふれあい快適で安心・安全なくらしを実感できるまちづくり
 ○人が集い交わる地域交流の活性化
 ○快適・便利・安全・安心な住環境の整備

・美濃加茂市の南西部に位置するこの地域は、比較的平坦な土地で市を東西に貫く国道２４８号バイパスの開通に伴い住宅地および人口が増加している地域です。
地域の大部分を占める加茂野地区の人口は平成１９年４月では８，８８７人が平成２５年４月には９，６５７人と増加しています。
しかし、既存の住民と新たに転入してきた住民との交流する機会が無く、地域コミュニティが低下しています。
・防災の面でも影響が出ており、防災訓練への不参加や要介護者の未把握など共助の意識の低下が問題となっています。
・加茂野地域交流センターは、地域防災計画に第１次避難所として位置づけられており、地域の安心・安全なくらしを守る役割を担っています。
・このような現状から、地域住民からは、老朽化し、手狭となっている加茂野交流センター更新の要望がでています。また、これに合わせ、加茂野地区では住民主体のまちづくり協議会が立ち上がり、教育・文化・芸術・健康・福祉など地域の課題について
研究を始めていることから、核となる活動拠点としても更新が望まれるところです。
・地区内には中部台工業団地など多くの工場があり朝夕の通勤時間帯には国道４１８号の渋滞が発生しています。また中蜂屋工業団地も造成が完成し、今後、企業の入居が進むに従い、更なる渋滞の悪化が予想されます。このため、国道４１８号を補完
する東西を結ぶ補助幹線道路の整備が必要である。

・転入人口の増加により、既存の住民とのつながりが希薄になりつつあることから、地域住民が交流・活動する拠点の更新が必要である。
・地域交流センターを拠点に自治会活動を活性化させ、地域コミュニティを再生する必要がある。
・主要幹線道路の渋滞緩和のためにバイパス路線等の整備が必要である。

・美濃加茂市第５次総合計画の基本構想のひとつ「みんながそれぞれの役割をもって、だれもが活躍できるまちをつくります」に向けて地域活動を活発にするしくみをつくります。
・都市計画マスタープランの方針に沿って加茂野地域をサブ拠点として防災拠点機能の強化に努めます。都市施設整備として災害時の避難路や運搬路を確保するため道路ネットワークを構築します。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

20,000

加茂野町まちづくり協議会参加者人数 加茂野町まちづくり協議会イベントの参加者数
まちづくり協議会の活動が活発になることで地域交流の活性化に
つながる。

1,508 2,000

地域交流センター利用者数 加茂野交流センターの利用者
加茂野交流センターを拠点に文化・芸術等の地域活動を通じて、
地域住民の交流を活性化させる。

11,772

250国道４１８号の最大渋滞長 国道418号の通勤時間帯における最大渋滞長
地域内の道路のネットワーク化により国道418号の渋滞が緩和さ
れることになる。

790



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
○事業終了後の継続的なまちづくり活動
　地域住民で組織する加茂野地区まちづくり協議会が平成２４年度に立ち上がり、整備計画期間終了後には地域住民の文化、芸術活動の企画立案からイベント実施まで効率的な運営を図る。

方針に合致する主要な事業
○人が集い交わる地域交流の活性化
・地域住民が交流・活動する拠点となる地域交流センターを整備する。
・まちづくり協議会の活動を活性化させるため講演会やシンポジウムを開催する。

■基幹事業
・高次都市施設（地域交流センター）：加茂野交流センター
□提案事業
・まちづくり活動推進事業：まちづくり講演会

○快適・便利・安全、安心な住環境の整備
・国道418号の通勤時の渋滞緩和を図る。
・地域生活道路に通勤車両が進入しないように幹線道路を整備する。

■基幹事業
・道路：市道スカイロード２号線道路改良事業

・



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 美濃加茂市 直 L=820m H27 H30 H27 H30 328 328 328 328 －

道路

道路

道路

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設

高次都市施設 美濃加茂市 直 A=1,360㎡ H26 H28 H26 H28 644 644 644 603 －

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 972 972 972 0 931 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

美濃加茂市 直 － H30 H30 H30 H30 2 2 2 2

美濃加茂市 直 － H29 H30 H29 H30 2 2 2 2

合計 4 4 4 0 4 …B

合計(A+B) 935
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

0.4

交付期間内事業期間

スカイロード２号線道路改良事業

事業箇所名 直／間 規模
（参考）事業期間

935 交付限度額

細項目
事業主体

国費率

連携生活拠点誘導施設

交付対象事業費

事業

加茂野交流センター

事業 事業箇所名

374

住宅市街地
総合整備
事業

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業主体 直／間 規模

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用調
査

事業効果分析事業 －

まちづくり活
動推進事業

まちづくり講演会 －

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

統合したB／Cを記入してください



都市再生整備計画の区域

　美濃加茂市西部地区（岐阜県美濃加茂市） 面積 720 ha 区域 加茂野町、蜂屋町伊瀬、蜂屋町石塚

美濃加茂市西部地区720ha



地域交流センター利用者数 （人／年） 11,772 （24年度） → 20,000 （30年度）

加茂野まちづくり協議会参加者人数 （人／年） 1,508 （25年度） → 2,000 （30年度）

国道418号の渋滞長 （ｍ） 790 （24年度） → 250 （30年度）

　美濃加茂市西部地区（岐阜県美濃加茂市）　整備方針概要図

目標 人と人がふれあう快適で安心・安全なくらしを実感できるまちづくり
代表的な
指標

 

凡 例

：■基幹事業

：□提案事業

：○関連事業
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ＪＲ美濃太田駅

ＪＲ高山線

長良川鉄道

国道２４８号

□提案事業：事業活用調査

事業効果分析事業

国道４１８号

■基幹事業：道路

スカイロード２号線道路改良事業

□提案事業：まちづくり活動推進事業

まちづくり講演会事業

■基幹事業：高次都市施設(地域交流センター）

加茂野交流センター整備事業


